



































自閉スペクトラム症児の食事時の行動を測定する標準化された尺度 Brief Autism 

























































対象児は 100%の牛乳を摂取することが可能になり、1 か月後と 3 か月後のフォローアッ
プでも維持された。また介入に対する母親の社会的受容性も高かった。研究Ⅱでは、逃避
消去を用いず、先行子操作に基づいた介入のみの有効性が示され、家庭場面における親に
よる介入の実施可能性が示唆された。 
 第 6章「自閉スペクトラム症児の偏食に対する学校で実施可能な介入の検討（研究Ⅲ）」
では、激しい偏食を示す自閉スペクトラム症男児 1名を対象とし、逃避消去手続きを用い
ず、刺激フェイディング法と食物同時提示法を組み合わせて、学校場面において教師によ
り介入を実施し、その効果と実施可能性を検討した。介入Ⅰにおいては、刺激フェイディ
ング法のみを実施したが、望ましい結果が得られなかった。介入Ⅱにおいて、食物同時提
示法と刺激フェイディング法を組み合わせて実施した。その結果、3 種類の標的食物を混
ぜた後でも対象児の摂食は 100%で安定した。介入Ⅱの終了後、母親の要請により、介入
を延長することになり、2 種類の標的食物を追加して介入を継続した。手続きは介入Ⅱと
同様であったが、母親が標的食物の各段階の間隔を計画して混ぜていくことにした。介入
延長終了後、3 か月まで摂食は維持された。両親と教師は介入の社会的受容性について肯
定的に評価していた。研究Ⅲでは、逃避消去を用いず、先行子操作に基づく介入のみの組
み合わせを実施し、その効果と実施可能性が示唆されたと考えられる。 
 以上をまとめると、研究ⅠからⅢの結果を通して、自閉スペクトラム症児の偏食に対し
て先行子操作に基づく介入を実施した結果、先行子操作に基づく介入のみでも偏食の改善
がみられ、その有効性が示唆された。また、施設職員、母親および教師が各場面で実施し
たことから、実施可能性があることも明らかにできた。
第 7 章「総合考察」では、これまでの研究結果を踏まえ、家庭、学校、施設場面にお
いて偏食に関するアセスメントを実施し、先行子操作に基づく介入のみで計画を立案
し、偏食の改善への有効性および実施可能性について考察した。著者は外部支援者とし
て行動コンサルテーションの枠組みで各介入に参画した。アセスメント段階で介入実施
者の環境および実施可能な範囲を把握し、介入後は毎週、保護者と教師、施設職員に
表とグラフ付きの書面で対象児の摂食の推移をフィードバックした。その結果、母親
が主体的に介入に係る行動変容が見られた。これらの結果に基づき、自閉スペクトラ
ム症児の偏食への介入を計画する際に、標的食物および介入方法を選定するための流
れをフローチャートに整理した。今後の研究では、自閉スペクトラム症児の偏食に関
するアセスメント方法の確立および多くの偏食を示す対象にフローチャートを検証す
る必要があると考えられる。
